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商
工
会
の
新
年
祝
賀
会
が
一

月
十
六
日
能
生
マ
リ
ン
ホ
ー
ル

を
会
場
に
会
員
始
め
多
数
の
来

賓
、
能
生
ベ
ル
賞
受
賞
者
等
一

一
〇
名
余
り
が
参
加
し
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

第
一
部
は
、
能
生
地
区
の
地

域
振
興
の
た
め
に
す
ば
ら
し
い

活
動
を
続
け
る「
フ
ウ
セ
ン
カ
ズ

ラ
高
齢
者
み
ま
も
り
隊
」と「
奴

奈
川
姫
産
所
保
存
会
」に
能
生
ベ

ル
賞
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。（
能

生
ベ
ル
賞
受
賞
団
体
の
功
績
等

は
下
段
に
掲
載
）

第
二
部
の
新
年
祝
賀
会
は
髙

鳥
正
一
商
工
会
長
よ
り
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
来
賓
の
祝
辞
・
鏡
割

り
乾
杯
と
続
き
、新
年
の
ス
タ
ー

ト
を
祝
い
あ
い
ま
し
た
。
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H27.1.16於：能生マリンホール

▲米田 徹 糸魚川市長▲髙鳥 修一 衆議院議員▲小川 和雄 新潟県議会議員

地
域
を
元
気
に 

ひ
と
つ
に
な
っ
て

地
域
を
元
気
に 

ひ
と
つ
に
な
っ
て

能　生
商工会

新春を迎え会員ら
110名集う『新年祝賀会』『新年祝賀会』

年頭のあいさつ
髙鳥正一商工会長

（商工会新年祝賀会会場）

年頭のあいさつ
髙鳥正一商工会長

（商工会新年祝賀会会場）

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
日
頃
当
商
工
会
活
動
に
格
別

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
日
本
経
済
は
、
株
価
の
上
昇
で
始

ま
り
安
倍
政
権
が
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
を
一
段

と
進
め
る
中
で
、
大
企
業
を
中
心
に
景
気
回

復
の
兆
し
は
見
え
た
も
の
の
消
費
税
の
引
き
上

げ
も
影
響
し
、
個
人
消
費
は
今
一
つ
伸
び
悩

み
、
円
安
に
よ
る
原
材
料
の
高
騰
な
ど
に
よ
る

企
業
の
収
益
悪
化
な
ど
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
の
中
、
暮
れ
に
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
是
非
が
問
わ

れ
る
衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
が
行
わ
れ
、
結

果
、
与
党
が
大
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
安
定
し
た
政
権
の
下
で
、
ま
た
、

消
費
税
増
税
の
時
期
を
来
春
ま
で
伸
ば
し
た

間
に
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
さ
ら
に
前
進
し
、
中
小

企
業
の
業
績
が
改
善
さ
れ
、
賃
上
げ
や
消
費

の
拡
大
に
つ
な
が
る
と
い
う
経
済
の
好
循
環
が

生
ま
れ
、
さ
ら
な
る
景
気
回
復
を
地
方
に
実

感
で
き
る
よ
う
届
け
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

私
共
地
域
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
が
依
然
と
し
て
進
み
、
景
気
回
復

に
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
商
工
会
を
取
り
巻
く
環
境
も
、
人

口
減
少
、
後
継
者
難
等
に
よ
る
会
員
数
の
減

少
な
ど
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

こ
う
い
う
厳
し
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私

共
商
工
会
は
地
域
に
お
け
る
唯
一
の
経
済
団

体
と
し
、
そ
の
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
会

員
を
は
じ
め
地
域
内
事
業
所
の
業
績
向
上
と

活
力
あ
る
地
域
作
り
に
役
立
つ
組
織
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
中
、
昨
年
、
全
国
の
商
工
会
組
織

を
あ
げ
て
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た「
小
規
模

企
業
振
興
基
本
法
」が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

小
規
模
事
業
者
に
寄
り
添
っ
た
き
め
細
や
か

な
支
援
を
強
化
し
て
い
く
方
針
が
示
さ
れ
、

今
後
こ
の
法
律
を
基
に
国
を
は
じ
め
と
し
て
、

県
・
市
な
ど
行
政
の
施
策
の
中
に
様
々
に
展
開

し
て
い
く
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
糸
魚
川
経
済
団
体
連
絡
協
議
会
の

一
員
と
し
て
昨
年
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発

行
を
は
じ
め
、
糸
魚
川
市
を
は
じ
め
と
し
た
関

係
機
関
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
地
元
消
費

拡
大
に
努
め
て
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
べ
く
、
地
元
消
費
促
進
事
業
を
会
員
事
業

所
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
、
ま
た
、
地
域

の
皆
様
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
事
業
活
動
を

続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
年
は
、
糸
魚
川
市
合
併
十
周
年

節
目
の
年
、
北
陸
新
幹
線
糸
魚
川
駅
開
業
、

そ
し
て
え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道
の
開
業
を
契
機

に
、
地
域
振
興
の
発
展
の
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、

会
員
の
皆
さ
ま
や
地
域
の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ

て
新
し
い
交
通
イ
ン
フ
ラ
と
連
携
し
た
事
業
に

取
り
組
む
べ
き
、
更
な
る
研
鑽
努
力
が
必
要

と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
地
域
に
根
ざ
す
商
工
会
は

益
々
重
要
な
役
割
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
認
識
し
て
担
う
と
と
も
に
、
本
年

も
関
係
諸
団
体
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
密
接
に
連

携
し
な
が
ら
次
世
代
を
担
う
人
材
の
育
成
、

巡
回
指
導
の
強
化
等
会
員
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
的

確
に
対
応
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

能生マリンホール〔H27.1.16〕　能生商工会新年祝賀会会場

能生ベル賞を受賞第9回第9回
【
能
生
ベ
ル
賞
】日
頃
、地
域
の
活
性
化
を
願
っ
て
、献
身
的
な
活

動
を
継
続
す
る
中
で
英
知
を
発
揮
し
て
開
発
し
た
商
品
や
地
域
ブ

ラ
ン
ド
、そ
し
て
地
域
の
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
芸
能
等
の
分
野
で
全
国

的
に
活
動
を
継
続
し
て
い
る
個
人
や
団
体
に
対
し
、商
工
会
の
立
場

か
ら
そ
の
努
力
を
称
賛
し
、将
来
に
わ
た
っ
て
エ
ー
ル
を
送
ろ
う
と
企

画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

高
齢
者
の
孤
独
死
再
発
防
止
に

向
け
て
、能
生
地
区
町
内
会
連
合
会

が
平
成
二
十
三
年
に
能
生
小
学
校
の

賛
同
を
得
て
平
成
二
十
四
年
か
ら
見

守
り
隊
大
作
戦
が
開
始
。生
徒
達
が

種
を
ま
き
、

育
て
た
苗

を
学
区
内

の
一
人
暮

ら
し
の
高

齢
者
宅
を

訪
問
し
一

緒
に
苗
を

移
植
し
て

い
く
も
の

で
す
。

平
成
十
四
年
に
設
立
。産
所
の
清

掃
及
び
草
刈
な
ど
の
環
境
整
備
、そ

し
て
奴
奈
川
姫
に
関
す
る
資
料
・
広

報
等
を
通
じ
て
住
民
へ
の
情
報
伝
達

や
歴
史
・
経
緯
・
保
存
方
法
の
研
鑚
、

勉
強
会
の

活
動
を
行

い
、後
世
に

残
す
た
め

の
保
存
活

動
を
目
的

と
し
て
お

り
ま
す
。

▲表彰を受けた能生小学校の齋藤理奈さん、磯谷駿介さん、中村芽愛さん▲表彰を受ける小松初代会長、谷口会長

◎
奴
奈
川
姫
産
所
保
存
会

◎
フ
ウ
セ
ン
カ
ズ
ラ

　高
齢
者
み
ま
も
り
隊

　

＊＊来賓祝辞＊＊
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糸魚川市議会議員と商工会役員の懇談会が商工
会ホールで開催され、会場へは能生地域選出の市
議会議員、全員の皆さまよりご出席いただきました。
テーマは能生地域の公共施設の現況と今後につ
いて。また、北陸新幹線糸魚川駅、えちごトキめき鉄
道の開業を控え、能生地域への二次交通について。
能生地域の公共施設等の情報提供や地域が抱え
ている問題、課題など地域の共通認識を深めた懇
談会となりました。

平成26年11月18日　商工会ホール

外国人旅行者向け
消費税免税制度説明会開催

無料ホームページ（SHIFT）
作成講習会実施

《セミナー予告》

糸魚川市議会議員・
　能生商工会役員との
　　　　　 懇談会開催

糸魚川市議会議員・
　能生商工会役員との
　　　　　 懇談会開催

能生商工会講演会事業能生商工会講演会事業

▲謝辞を述べる室橋峰男さん（㈱カネカ）

会　場
能生商工会
11月21日

【
三
十
年
超
勤
続
表
彰
】

《
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
》

日
野

　文
雄

　㈱
髙
鳥
組（
四
十
三
年
）

田
中

　
　隆

　㈱
髙
鳥
組（
三
十
七
年
）

土
井

　憲
夫

　㈱
髙
鳥
組（
三
十
六
年
）

【
三
十
年
勤
続
表
彰
】

《
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
》

室
橋

　峰
男

　㈱
カ
ネ
カ

伊
藤

　弘
子

　興
和
電
子
工
業
㈱

伊
藤
千
恵
子

　興
和
電
子
工
業
㈱

【
二
十
五
年
勤
続
表
彰
】

高
木

　洋
子

　笠
原
商
事
㈱

高
辻
と
め
子

　㈱
能
生
町
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー

日
馬

　正
子

　㈱
能
生
町
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー

猪
俣
美
千
代

　㈱
能
生
町
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー

【
二
十
年
勤
続
表
彰
】

《
新
潟
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
》

武
藤

　
　治

　笠
原
商
事
㈱

池
滝

　浩
二

　㈱
カ
ネ
カ

塚
田

　秀
明

　㈱
カ
ネ
カ

【
十
五
年
勤
続
表
彰
】

《
上
越
商
工
会
連
絡
協
議
会
長
表
彰
》

伊
藤

　孝
行

　㈱
カ
ネ
カ

【
十
年
勤
続
表
彰
】

室
山

　広
美

　笠
原
商
事
㈱

磯
谷

　光
一

　㈱
カ
ネ
カ

谷
村

　
　賢

　興
和
電
子
工
業
㈱

塚
田

　直
樹

　興
和
電
子
工
業
㈱

伊
藤

　
　仁

　興
和
電
子
工
業
㈱

中
野
か
つ
み

　興
和
電
子
工
業
㈱

【
五
年
勤
続
表
彰
】

土
田

　栄
子

　㈲
磯
貝
鮮
魚
店

斉
藤

　友
樹

　㈱
カ
ネ
カ

丸
山

　卓
摩

　㈱
カ
ネ
カ

金
子

　僚
子

　興
和
電
子
工
業
㈱

吉
田

　澄
江

　興
和
電
子
工
業
㈱

第
四
十
七
回 

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
式

永
年
の
勤
続
に
感
謝

（能生地域選出）

とき／11月10日（月）
会場／能生商工会

とき／12月16日（火）
会場／能生商工会

※平成26年10月1日以後
に行われる販売から免
税対象物品の範囲が拡
大されました。

※全国商工会連合会が運
営しているSHIFTを無
料で提供。興味のある
方は商工会まで。

▲講師
糸魚川税務署
上席国税調査官
　　松岡　 圭吾氏

▲講師
㈱地域振興総合研究所
システムエンジニア
　　小谷野 憲二氏

■ネットを活用して集客力を高めよう
　～食べログ・ぐるナビ、フェイスブック活用術～
とき／ 1月26日（月）PM2：00～3:30
会場／能生商工会
講師／グローカルマーケティング㈱ 代表取締役 今井進太郎氏
■売れるＰＯＰはこんなに違う
　～手づくりＰＯＰのつくり方～
とき／ 2月10日（火）PM1:30～4:00
会場／能生商工会
講師／㈱経営ドクター 代表取締役 島村信仁氏
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▲謝辞を述べる室橋峰男さん（㈱カネカ）

会　場
能生商工会
11月21日

【
三
十
年
超
勤
続
表
彰
】

《
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
》

日
野

　文
雄

　㈱
髙
鳥
組（
四
十
三
年
）

田
中

　
　隆

　㈱
髙
鳥
組（
三
十
七
年
）

土
井

　憲
夫

　㈱
髙
鳥
組（
三
十
六
年
）

【
三
十
年
勤
続
表
彰
】

《
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
》

室
橋

　峰
男

　㈱
カ
ネ
カ

伊
藤

　弘
子

　興
和
電
子
工
業
㈱

伊
藤
千
恵
子

　興
和
電
子
工
業
㈱

【
二
十
五
年
勤
続
表
彰
】

高
木

　洋
子

　笠
原
商
事
㈱

高
辻
と
め
子

　㈱
能
生
町
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー

日
馬

　正
子

　㈱
能
生
町
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー

猪
俣
美
千
代

　㈱
能
生
町
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー

【
二
十
年
勤
続
表
彰
】

《
新
潟
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
》

武
藤

　
　治

　笠
原
商
事
㈱

池
滝

　浩
二

　㈱
カ
ネ
カ

塚
田

　秀
明

　㈱
カ
ネ
カ

【
十
五
年
勤
続
表
彰
】

《
上
越
商
工
会
連
絡
協
議
会
長
表
彰
》

伊
藤

　孝
行

　㈱
カ
ネ
カ

【
十
年
勤
続
表
彰
】

室
山

　広
美

　笠
原
商
事
㈱

磯
谷

　光
一

　㈱
カ
ネ
カ

谷
村

　
　賢

　興
和
電
子
工
業
㈱

塚
田

　直
樹

　興
和
電
子
工
業
㈱

伊
藤

　
　仁

　興
和
電
子
工
業
㈱

中
野
か
つ
み

　興
和
電
子
工
業
㈱

【
五
年
勤
続
表
彰
】

土
田

　栄
子

　㈲
磯
貝
鮮
魚
店

斉
藤

　友
樹

　㈱
カ
ネ
カ

丸
山

　卓
摩

　㈱
カ
ネ
カ

金
子

　僚
子

　興
和
電
子
工
業
㈱

吉
田

　澄
江

　興
和
電
子
工
業
㈱

第
四
十
七
回 

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
式

永
年
の
勤
続
に
感
謝

（能生地域選出）

とき／11月10日（月）
会場／能生商工会

とき／12月16日（火）
会場／能生商工会

※平成26年10月1日以後
に行われる販売から免
税対象物品の範囲が拡
大されました。

※全国商工会連合会が運
営しているSHIFTを無
料で提供。興味のある
方は商工会まで。

▲講師
糸魚川税務署
上席国税調査官
　　松岡　 圭吾氏

▲講師
㈱地域振興総合研究所
システムエンジニア
　　小谷野 憲二氏

■ネットを活用して集客力を高めよう
　～食べログ・ぐるナビ、フェイスブック活用術～
とき／ 1月26日（月）PM2：00～3:30
会場／能生商工会
講師／グローカルマーケティング㈱ 代表取締役 今井進太郎氏
■売れるＰＯＰはこんなに違う
　～手づくりＰＯＰのつくり方～
とき／ 2月10日（火）PM1:30～4:00
会場／能生商工会
講師／㈱経営ドクター 代表取締役 島村信仁氏
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商業部会・工業部会・サービス部会の活動
平成26年度

商
業
部
会

工
業
部
会

サ
ー
ビ
ス
部
会

平
成
二
十
六
年
度
は
部
会
事
業
活
性
化

研
究
会
を
二
回
開
催
し
、
地
域
の
活
性

化
・
振
興
策
に
つ
い
て
出
席
者
よ
り
意
見

を
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

視
察
研
修
で
は
富
山
県
氷
見
市
の
道
の

駅
「
ひ
み
番
屋
街
」
を
視
察
し
、
運
営
会

社
の
氷
見
ま
ち
づ
く
り
㈱
の
船
場
専
務
よ

り
開
業
ま
で
の
経
緯
、
現
況
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。
平

成
七
年
に
氷
見
市
が
海
岸
の
埋
め
立
て
に

着
手
し
、
そ
の
後
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
運

営
会
社
を
設
立
し
、
平
成
二
十
四
年
十
月

に
オ
ー
プ
ン
す
る
ま
で
の
話
で
は
、
関
係

者
の
熱
意
、
地
域
の
協
力
が
大
き
い
と
感

じ
ま
し
た
。
出
店
者
も
地
域
の
事
業
者
が

殆
ど
で
、
鮮
魚
店
等
は
付
加
価
値
の
高
い

加
工
品
を
多
く
出
し
て
い
る
の
が
印
象
に

残
り
ま
し
た
。

　
九
月
十
一
日（
木
）に
富
山
県
入
善
町
の

「
ア
サ
ヒ
飲
料
㈱
北
陸
工
場
」の
視
察
研
修
を

行
い
ま
し
た
。高
度
な
品
質
保
証
を
実
現
し

『
高
品
質
で
お
い
し
く
安
全
な
商
品
づ
く
り
』

の
製
造
過
程
を
見
学
。ま
た
、廃
棄
物
再
資

源
一
〇
〇
％
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、企
業

が
抱
え
る
大
き
な
課
題
で
も
あ
り
大
変
参

考
と
な
る
研
修
で
し
た
。

　
十
二
月
五
日（
金
）に
は
、（
公
社
）糸
魚
川

法
人
会
能
生
支
部
と
合
同
で
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。今
話
題
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続

ド
ラ
マ『
マッ
サ
ン
』こ
と
竹
鶴
正
孝
氏
の
生
涯

を
学
ぶ
。妥
協
す
る
こ
と
な
く
夢
を
追
い
続

け
る
情
熱
や
未
来
を
切
り
拓
く
力
は
事
業

経
営
者
に
も
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
共
感
す

る
内
容
で
し
た
。

（
十
二
月
五
日 

合
同
研
修
会
　
関
連
記
事
六

頁
記
載
）

サ
ー
ビ
ス
部
会
で
は
六
月
に
食
品
衛
生

協
会
、
観
光
協
会
と
共
催
で
「
食
中
毒
の

予
防
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
糸
魚
川
地
域
振
興

局
衛
生
環
境
課
長
の
渡
邉
修
氏
が
講
師
を

務
め
、
最
近
の
食
中
毒
の
事
例
を
挙
げ
予

防
策
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ

り
、
予
防
の
た
め
の
手
洗
い
の
仕
方
を
実

演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
「
糸
魚
川
ジ
オ
パ
ー
ク
の
楽

し
み
方
」
と
題
し
て
糸
魚
川
市
ジ
オ
パ
ー

ク
推
進
室
長
の
渡
辺
成
剛
氏
よ
り
講
演
し

て
い
た
だ
き
、
「
ジ
オ
給
食
」
が
表
彰
さ

れ
た
こ
と
や
中
学
生
が
「
ジ
オ
パ
ー
ク
ツ

ア
ー
」
を
修
学
旅
行
先
で
P
R
し
た
事

例
、
外
国
人
旅
行
者
の
事
例
等
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

▲アサヒ飲料㈱北陸工場の視察

事業活性化研究会・視察研修を実施　

視察研修・合同研修会を開催

食品衛生講習会・ジオパーク講座を開催

▲ひみ番屋街視察

▲食品衛生講習会

▲青年部から海洋高校相撲部へ横断幕を寄贈 ▲横断幕には校訓の「質実剛健」と校歌の一節「千古不動の威を示す」
　を謳っている

▲福島県飯野町商工会女性部の皆さんと（10/5） ▲商工会にて笹ずし作り体験（新潟県小須戸商工会女性部：9/11）

10月27日（月）新潟県立海洋高等学校（以下、海洋高校）に
て、校訓の一つ『質実剛健』を謳った横断幕の寄贈式を行った。
今年度は、6月1日（日）に海洋高校と共催で、能生漁港から

実習船「海洋丸」に乗船して能生地域を海上から見てまわる「Ｎ
ＯＵジオマリンツアー」を実施した。百名に及ぶ参加者とマリンドリー
ム能生に訪れたお客様に、能生及び海洋高校の魅力を発信
する事が出来た。本事業に協力していただいた感謝と今後の
益々のご活躍を願い、右下写真の横断幕を作成し、寄贈した。

横断幕を受け取られた久保田校長は「真面目で、心身ともに
充実していて、たくましいさまを表す『質実剛健』を力強く表現し
ていただいた。素晴らしい」と称され、相撲部の金井主将も「今
後の大会に頂いた横断幕を掲げ、活躍できるよう頑張りますの
で、これからも応援よろしくお願いします」とお礼を述べられた。
青年部は、今後も地域活性化のため、頑張っている企業・
団体を応援・協力していきたいと考えている。

昨年初めて実施した商工会女性部おもてなし交流事業
「能生まるごと体験ツアー」を今年度も9月、10月に実施し、
大変好評により、県内外合せて３つの商工会女性部『小国
町（新潟）、小須戸（新潟）、飯野町（福島）』の皆さんが参
加してくださいました。
私たち女性部がインターネットを通して、能生を全国へ向け

て発信した初めての取り組みであり、昨年の経験を活かし、
改善点は改め、みんなでおもてなしの意識を共有して臨みま
した。

他の女性部の方 と々一日行動を共にしての会話や情報交
換は、とても有益であり、これからの女性部活動の弾みにし
ていきたいと思います。

ガンバレ！！海洋高校相撲部！

5

青年部

ようこそ能生へ！！
　　　　　　「能生まるごと体験ツアー」実施

～『質実剛健』横断幕を寄贈～

女性部

横断幕寄贈式  H26.10.27

女性部では使用済みの古切手、リングプル、
ペットボトルのキャップを収集し、社会福祉に役
立てております。古切手やリングプルは車イス
に、ペットボトルのキャップはワクチンになります。
ぜひあなたの思いやりをお寄せください。

リングプル・古切手
ペットボトルのキャップ

使用済み
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▲大物捕獲に満面の笑み

6

▲姉妹協力して鮭つかむ

糸魚川市観光協会能生支部（11/22・23）

第33回目を迎えた「さけつかみ
どり大会」が11月22、23日の両日、
能生川河口特設やな場で開催され
た。県内外からの参加者は約350
名。活きが良い鮭に悪戦苦闘しな
がらもそれぞれの手でつかみとっ
た際は、大人も子どもも満面の笑
みを浮かべた。

天高く馬肥ゆる秋、笑顔咲く
さけつかみどり大会開催

地域住民に「特殊
詐欺」被害防止のお
知らせを発送するた
め、支援金を能生郵
便局へ贈呈しました。

▲マッサンが
　書き綴ったメモ（複製）

▲講師の森田利幸氏

◀二宮能生郵便局長
　に支援金を贈呈

能生ライオンズクラブ（12/22）
『特殊詐欺』防ぎます！！

今回の研修会は商工会
工業部会と合同で開催。ア
サヒビール㈱富山支社の森
田利幸氏をお招きし、ニッカ
ウヰスキーの創業者であり、
日本のウイスキーの父とも呼
ばれる竹鶴正孝氏（通称 
マッサン）の真実のお話を聞
きながらウイスキーとワインの
美味しい飲み方講座を開催
しました。

（公社）糸魚川法人会能生支部（12/5）

ウイスキーとワインを
２倍以上楽しむ会

9月20日㈯
マリンドリーム能生海洋高校相撲部・能生中相撲クラブも応援 命・姫、行列メンバー、太鼓奏者等

奴奈川
大うす祭り
2,500人が参加

7

　糸魚川市と上越市名立区を自転車で駆け抜ける恒
例のサイクルイベント「グランフォンド糸魚川2014」が１０
月5日マリンドリーム能生を発着点に開催されました。
　全国から参加した905名の愛好家。120㎞・80kｍ・50
㎞の3つのコース、変化に富んだ久比岐野の山野を駆
け抜けました。

２月８日（日）に通常総会及び講演会
が開催されます。

能生建設工業協同組合
第４9回通常総会・講演会

毎年恒例の「秋の集い」。今回も晴れ渡る青空の中、商工会女
性部と合同で長野県佐久穂町へ行ってきました。
今回は、佐久穂町商工会女性部さんが計画して下さったプランを

見学し商工会館にて、交流会を行いました。
八千穂高原の散策・りんご狩り等を楽しみ、交流会では女性部

員さん手作りのお菓子でお茶会をしながら交流を深めてまいりました。

能生青色申告会女性部（10/29）

商工会女性部合同
！

秋の集い 長野県佐久穂町商工会
女性部おもてなしプラン

と　き／２月８日（日）
ところ／駅前汐路
【総　会】　午後１時３０分～
【講演会】　午後２時３０分～
　●テーマ「加齢に伴う機能低下と安全作業
　　　　　～いつまでも若 し々く働くために～」
　講師紹介
　　日永　保美 氏
　　　（ヘルスコーディネートインストラクター）
　　資格：健康運動実践指導者、障害者スポーツ指導員
　　　　 職場体力つくり指導員、障害者対応ホームヘルパー

初秋の糸魚川路を疾走初秋の糸魚川路を疾走
グランフォンド糸魚川2014（10/5）

▲豪快！あんこうのつるし切り

毎年恒例「糸魚川荒波あ
んこう祭り　能生会場」が
下記の日程で開催されま
す。大好評のあんこう汁（1
杯500円）の他、あんこう一
品料理やお楽しみ料理の
販売も予定しています。ぜ
ひ会場へお越しください。

今年の夏も『能生弁天浜』で開催する事が決定しました!
打上げ花火募集・さじき販売等詳細は6月より商工会ホームページに随時アップしていき

ます。海上から打ち上げる花火の音が反響しとても迫力ある音響でお楽しみいただけます。
是非お楽しみ下さい♪

○日　時／２月８日（日）10：00～ 14：00
10：00～　あんこう汁販売
11：30～　あんこう目方でＱ
12：30～　あんこうつるし切り実演

○会　場／マリンドリーム能生特設会場

糸魚川市観光協会能生支部
糸魚川荒波あんこう祭り能生会場開催

海上花火大会 海上花火大会 能生ふるさと

8月8日（土） 午後7時30分 能生弁天浜にて

能生ふるさと海上花火大会実行委員会(能生商工会内) TEL.025-566-2244

 
結 婚

新 築

出産祝い

厄除け等

2015年 開催日決定!【速報】 能生の夏を代表する一大イベント。2015年 開催日決定!【速報】 能生の夏を代表する一大イベント。
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す。大好評のあんこう汁（1
杯500円）の他、あんこう一
品料理やお楽しみ料理の
販売も予定しています。ぜ
ひ会場へお越しください。

今年の夏も『能生弁天浜』で開催する事が決定しました!
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ます。海上から打ち上げる花火の音が反響しとても迫力ある音響でお楽しみいただけます。
是非お楽しみ下さい♪
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糸魚川市観光協会能生支部
糸魚川荒波あんこう祭り能生会場開催
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◆
今
年
の
能
生
ベ
ル
賞
に

「
フ
ウ
セ
ン
カ
ズ
ラ
高
齢
者
み

ま
も
り
隊
」「
奴
奈
川
姫
産
所
保

存
会
」の
二
団
体
が
受
賞
。

能
生
地
域
の
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
と
の
交
流
活
動
に
、
ま

た
、
地
域
の
環
境
整
備
・
保
存

に
と
、
そ
れ
ぞ
れ
努
め
ら
れ
地

域
活
性
化
の
先
導
役
と
し
て
献

身
的
な
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。み

ま
も
り
隊（
能
生
小
の
生

徒
）の
皆
さ
ん
は
地
域
範
囲
を

広
め
、
高
齢
者
と
の
交
流
会
を

開
催
す
る
な
ど「
生
き
た
道
徳

教
育
」を
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
少
子
高
齢
化
と

今
、
日
本
が
人
口
減
少
時
代

に
直
面
し
て
い
る
中
で
、
全
国

的
に
空
き
家
が
問
題
視
さ
れ
て

い
ま
す
。
二
十
年
後
は
三
軒
に

一
軒
が
空
き
家
に
な
る
と
の
試

算
も
あ
り
、
地
価
の
下
落
、
道

路
や
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
維
持
に
も
影
響
を
与
え
る

と
の
事
、
次
世
代
に
つ
な
げ
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
た
め
に
は
一
人
一
人
が
意
識

し
、
ど
ん
な
社
会
を
望
む
の
か
、

　「小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
」

（
以
下
、
小
規
模
基
本
法
）及
び「
小

規
模
支
援
法
」が
成
立
し
、
平
成
二

十
六
年
六
月
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

 

一
．法
律
の
趣
旨

　全
国
三
八
五
万
の
中
小
企
業
、

そ
の
中
で
も
九
割
を
占
め
る
小
規

模
事
業
者
は
、
地
域
の
経
済
や
雇

用
を
支
え
る
極
め
て
重
要
な
存
在

で
あ
り
、
経
済
の
好
循
環
を
全
国

津
々
浦
々
ま
で
届
け
て
い
く
た
め
に

は
、
そ
の
活
力
を
最
大
限
に
発
揮

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　し
か
し
な
が
ら
、
小
規
模
事
業

者
は
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
、
海

外
と
の
競
争
激
化
、
地
域
経
済
の

低
迷
と
いっ
た
構
造
変
化
に
直
面
し

て
お
り
、
売
上
や
事
業
者
数
の
減

少
、
経
営
者
層
の
高
齢
化
等
の
課

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　「小
規
模
基
本
法
」は
、
小
規
模

企
業
の
振
興
に
関
す
る
施
策
に
つ
い

て
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
、
そ

し
て
国
、
地
方
公
共
団
体
、
支
援

機
関
等
が
一
丸
と
な
っ
て
戦
略
的
に

実
施
す
る
た
め
、
政
府
が
基
本
計

画
を
閣
議
決
定
し
、
国
会
に
報
告

す
る
等
の
新
た
な
施
策
体
系
を
構

築
す
る
も
の
で
す
。

　ま
た
、「
小
規
模
支
援
法
」は
、

半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
小
規
模
事

業
者
の
経
営
相
談
に
応
じ
て
き
た

商
工
会
及
び
商
工
会
議
所
が
、
市

町
村
や
地
域
の
金
融
機
関
等
と
連

携
し
て
、
小
規
模
事
業
者
の
意
欲

あ
る
取
組
を
強
力
に
支
援
す
る
た

め
の
体
制
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

 

二
．法
律
制
定
・
改
正
の
概
要

■
小
規
模
基
本
法

①
基
本
原
則

　小
規
模
企
業
の
活
力
発
揮
の
必

要
性
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

小
企
業
者
を
含
む
小
規
模
企
業
に

つ
い
て
、
中
小
企
業
基
本
法
の
基
本

理
念
で
あ
る「
成
長
発
展
」の
み
な
ら

ず
、
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
向
上
、
安

定
的
な
雇
用
の
維
持
等
を
含
む「
事

業
の
持
続
的
発
展
」を
図
る
こ
と
を

位
置
づ
け
、
小
企
業
者
の
円
滑
か
つ

着
実
な
事
業
の
運
営
を
適
切
に
支

援
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

②
基
本
計
画

　小
規
模
基
本
法
に
基
づ
き
、「
小

規
模
企
業
振
興
基
本
計
画
」が
十

月
三
日
に
関
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
基
本
計
画
は
、
小
規
模
企
業

を
め
ぐ
る
情
勢
の
変
化
を
勘
案
す

る
と
と
も
に
、
施
策
の
効
果
に
関

す
る
評
価
を
踏
ま
え
、
お
お
む
ね

五
年
ご
と
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

【
四
つ
の
目
標
】

⑴
需
要
を
見
据
え
た
経
営
の
促
進

⑵
新
陳
代
謝
の
促
進

⑶
地
域
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る

事
業
活
動
の
推
進

⑷
地
域
ぐ
る
み
で
総
力
を
挙
げ
た

支
援
体
制
の
整
備

【
十
の
重
点
施
策
】

⑴
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
等
に
基
づ
く
経

営
の
促
進

⑵
需
要
開
拓
に
向
け
た
支
援

⑶
新
事
業
展
開
や
高
付
加
価
値
化

の
支
援

⑷
起
業
・
創
業
支
援

⑸
事
業
承
継
・
円
滑
な
事
業
廃
止

⑹
人
材
の
確
保
・
育
成

⑺
地
域
経
済
に
波
及
効
果
の
あ
る

事
業
の
推
進

⑻
地
域
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
を
支
え
る
事

業
の
推
進

⑼
支
援
体
制
の
整
備

⑽
手
続
き
の
簡
素
化
・
施
策
情
報
の

提
供

■
小
規
模
支
援
法

伴
走
型
の
事
業
計
画
策
定
・
実
施

支
援
の
た
め
の
体
制
整
備

　需
要
開
拓
や
経
営
承
継
等
の
小

規
模
事
業
者
の
経
営
課
題
に
対
し
、

事
業
計
画
の
策
定
や
着
実
な
実
施

等
を
事
業
者
に
寄
り
添
って
支
援
す

る
体
制
や
能
力
を
整
え
た
商
工
会
・

商
工
会
議
所
の
支
援
計
画「
経
営
発

達
支
援
計
画
」を
国
が
認
定
・
公
表

し
ま
す
。

■「
小
規
模
企
業
振
興
条
例
」の
制

定
に
つ
い
て

　新
潟
県
商
工
会
連
合
会
で
は
、

小
規
模
基
本
法
の
制
定
に
合
わ
せ

て
、県
に「
小
規
模
企
業
振
興
条
例
」

の
早
期
制
定
を
要
望
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
十
二
月
の
県
議
会
で
条

例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

「小規模企業振興基本法」が成立
新潟県が「小規模企業振興条例」を制定
「小規模企業振興基本法」が成立
新潟県が「小規模企業振興条例」を制定

ちいさな企業に光をあてる

現
状
を
把
握
し
、
現
実
的
な
発

想
と
対
策
が
必
要
と
な
る
の
で

は
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
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81指導員日記 

平
成
二
十
六
年
九
月
に
二
代
目
の

代
表
取
締
役
に
就
任
。
昭
和
五
十
四

年
創
業
以
来
、
培
っ
て
き
た
伝
統
を
引

き
継
ぎ
、
㈲
対
岳
荘
の
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
た
。

浩
さ
ん
は
、
ホ
テ
ル
国
富
ア
ネ
ッ
ク

ス（
旧
ホ
テ
ル
糸
魚
川
）で
九
年
間
経

験
を
積
み
、
家
業
に
入
っ
た
。
㈲
対
岳

荘
で
は
、
宿
泊
業
の
他
、
夏
は
能
生

海
岸
で
海
の
家
を
、
冬
は
シ
ャ
ル
マ
ン

火
打
ス
キ
ー
場
で
山
頂
レ
ス
ト
ラ
ン
を

営
み
、
浩
さ
ん
自
身
と
し
て
も
商
工

会
青
年
部
に
所
属
し
、
地
域
の
方
々

と
の
交
流
を
大
事
に
し
、
地
域
活
性

化
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

今
後
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ・フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
て
、
新
規
顧
客
の

創
出
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
引
き

続
き
、
地
域
に
密
着
し
た
経
営
を
行

い
、
能
生
の
豊
か
な
自
然
で
育
ま
れ
た

山
菜
等
を
用
い
た
料
理
や
天
然
温
泉

を
提
供
し
、
地
域
の
方
々
に
愛
さ
れ

る
宿
に
し
て
い
き
た
い
と
語
っ
て
く
れ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

    （
菅
原
記
）

昨
年
の
七
月
一
日
に
、
十
数
年
勤

め
て
い
た
山
神
工
業
よ
り
仕
事
を
引

き
継
ぐ
か
た
ち
で
独
立
開
業
し
た
。

仕
事
は
、
田
辺
工
業
を
通
じ
明
星

セ
メ
ン
ト
工
場
内
で
設
備
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
る
。
機
械
設
備

や
建
物
の
補
修
、
消
耗
す
る
部
分
の

交
換
、
清
掃
な
ど
を
行
う
。

と
に
か
く
、
工
場
の
稼
働
を
止
め

な
い
よ
う
、
間
違
い
の
無
い
よ
う
に

注
意
し
て
い
る
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て

得
意
先
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
行
き
た
い
と
の
こ
と
。

怪
我
が
無
い
よ
う
に
注
意
し
て
、

健
康
に
も
注
意
し
て
、
今
の
仕
事
を

長
く
勤
め
て
行
き
た
い
と
の
こ
と
。
　

 （
山
崎
記
）

☎
五
六
六
ー
四
七
五
七

☎
五
六
八
ー
二
七
二
〇

現
状
を
把
握
し
、
現
実
的
な
発

想
と
対
策
が
必
要
と
な
る
の
で

は
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

◆
移
動
販
売
事
業
運
営
支
援
補
助
金

市
で
は
、
高
齢
者
や
近
隣
店

舗
の
減
少
に
よ
り
、
生
活
物
資

の
購
入
が
困
難
な
市
民
に
対

し
、
生
活
物
資
の
移
動
販
売
お

よ
び
市
民
の
見
守
り
活
動
を

行
っ
て
い
た
だ
く
方
に
運
営
費

を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
者
】糸
魚
川
商
工
会
議

所
、
能
生
商
工
会
、
青
海
町
商

工
会
の
会
員
及
び
N
P
O
法
人

【
対
象
事
業
】生
活
物
資
の
移
動

販
売
を
行
う
事
業
者
が
市
の
三

分
の
一
を
超
え
る
住
居
地
域
を

対
象
に
、一
週
間
に
三
回
以
上
、

一
回
概
ね
十
人
以
上
の
市
民
に

対
し
て
、
見
守
り
活
動（
※
）を

兼
ね
た
移
動
販
売
を
行
う
事
業
。

（
※
）声
掛
け
や
見
守
り
等
の
市
民

の
安
否
確
認
。

【
補
助
額
】運
営
費（
人
件
費
・
燃

料
代
等
）の
二
分
の
一
以
内

※
上
限
は
、
移
動
販
売
車
一
台

に
つ
き
月
額
二
万
円

【
お
問
合
せ
先
】

商
工
農
林
水
産
課 

企
業
支
援
室 

☎
五
五
二
―
一
五
一
一（

加
藤
記
）

㈲対岳荘　ホームページ   URL：http://www.taigakusou.jp/ ▲宮本 国夫さん

▲齋藤 浩さん

NICO（公益財団法人にいがた産業創造機構）は『新潟の産業をもっと元気にする』ことを使命に、「むすぶ」「育
てる」「創る」という機能を発揮しながら、挑戦する県内中小企業を積極的に支援し、そして成功に導く活動を行っ
ています！お問い合わせは商工会まで。
1.創業・新事業展開をサポート

能生商工会又は公益財団法人にいがた産業創造機構

●資金面によるサポート　
●インキュベーションオフィスの運営
●創業支援セミナー・講座の開催　
●知的資産経営を支援　　
●産官学連携による研究開発を支援

3.産業人材の育成をサポート
●長岡モノづくりアカデミー
●高度IT人材育成研修
●企業の広報力向上支援

5.成長分野の産業創出を
   サポート
●健康ビジネスの振興
●新エネルギー産業への参入促進
●クラウド活用ビジネスの創出4.専門家によるサポート

●ビジネスプランの評価・助言
●専門家派遣2.市場開拓をサポート

●商品開発サポート
●商品評価支援
●販路拡大をサポート
●海外展開を支援

お問い合わせ先

〒950-0078 新潟市中央区万代島5番1号 万代島ビル9～10F
TEL.025-246-0038　FAX.025-246-0030　E-mail info@nico.or.jp

新潟県の産業をもっと元気に！新潟県の産業をもっと元気に！
～県内中小企業の皆さまへ～

NICOを活用してみませんか

糸
魚
川
市
大
字
柵
口
一
〇
九
七
ー
一

㈲
対
岳
荘

宮
本
工
業

自
然
に
囲
ま
れ
た
天
然
温
泉
の
宿

得
意
先
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
頑
張
り
た
い

糸
魚
川
市
大
字
大
沢
三
七
二
ー
五

齋
藤 

　浩
さ
ん（
39
才
）

宮
本 

国
夫
さ
ん（
55
才
）
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81指導員日記 

平
成
二
十
六
年
九
月
に
二
代
目
の

代
表
取
締
役
に
就
任
。
昭
和
五
十
四

年
創
業
以
来
、
培
っ
て
き
た
伝
統
を
引

き
継
ぎ
、
㈲
対
岳
荘
の
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
た
。

浩
さ
ん
は
、
ホ
テ
ル
国
富
ア
ネ
ッ
ク

ス（
旧
ホ
テ
ル
糸
魚
川
）で
九
年
間
経

験
を
積
み
、
家
業
に
入
っ
た
。
㈲
対
岳

荘
で
は
、
宿
泊
業
の
他
、
夏
は
能
生

海
岸
で
海
の
家
を
、
冬
は
シ
ャ
ル
マ
ン

火
打
ス
キ
ー
場
で
山
頂
レ
ス
ト
ラ
ン
を

営
み
、
浩
さ
ん
自
身
と
し
て
も
商
工

会
青
年
部
に
所
属
し
、
地
域
の
方
々

と
の
交
流
を
大
事
に
し
、
地
域
活
性

化
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

今
後
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ・フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
て
、
新
規
顧
客
の

創
出
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
引
き

続
き
、
地
域
に
密
着
し
た
経
営
を
行

い
、
能
生
の
豊
か
な
自
然
で
育
ま
れ
た

山
菜
等
を
用
い
た
料
理
や
天
然
温
泉

を
提
供
し
、
地
域
の
方
々
に
愛
さ
れ

る
宿
に
し
て
い
き
た
い
と
語
っ
て
く
れ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

    （
菅
原
記
）

昨
年
の
七
月
一
日
に
、
十
数
年
勤

め
て
い
た
山
神
工
業
よ
り
仕
事
を
引

き
継
ぐ
か
た
ち
で
独
立
開
業
し
た
。

仕
事
は
、
田
辺
工
業
を
通
じ
明
星

セ
メ
ン
ト
工
場
内
で
設
備
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
る
。
機
械
設
備

や
建
物
の
補
修
、
消
耗
す
る
部
分
の

交
換
、
清
掃
な
ど
を
行
う
。

と
に
か
く
、
工
場
の
稼
働
を
止
め

な
い
よ
う
、
間
違
い
の
無
い
よ
う
に

注
意
し
て
い
る
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て

得
意
先
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
行
き
た
い
と
の
こ
と
。

怪
我
が
無
い
よ
う
に
注
意
し
て
、

健
康
に
も
注
意
し
て
、
今
の
仕
事
を

長
く
勤
め
て
行
き
た
い
と
の
こ
と
。
　

 （
山
崎
記
）

☎
五
六
六
ー
四
七
五
七

☎
五
六
八
ー
二
七
二
〇

現
状
を
把
握
し
、
現
実
的
な
発

想
と
対
策
が
必
要
と
な
る
の
で

は
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

◆
移
動
販
売
事
業
運
営
支
援
補
助
金

市
で
は
、
高
齢
者
や
近
隣
店

舗
の
減
少
に
よ
り
、
生
活
物
資

の
購
入
が
困
難
な
市
民
に
対

し
、
生
活
物
資
の
移
動
販
売
お

よ
び
市
民
の
見
守
り
活
動
を

行
っ
て
い
た
だ
く
方
に
運
営
費

を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
者
】糸
魚
川
商
工
会
議

所
、
能
生
商
工
会
、
青
海
町
商

工
会
の
会
員
及
び
N
P
O
法
人

【
対
象
事
業
】生
活
物
資
の
移
動

販
売
を
行
う
事
業
者
が
市
の
三

分
の
一
を
超
え
る
住
居
地
域
を

対
象
に
、一
週
間
に
三
回
以
上
、

一
回
概
ね
十
人
以
上
の
市
民
に

対
し
て
、
見
守
り
活
動（
※
）を

兼
ね
た
移
動
販
売
を
行
う
事
業
。

（
※
）声
掛
け
や
見
守
り
等
の
市
民

の
安
否
確
認
。

【
補
助
額
】運
営
費（
人
件
費
・
燃

料
代
等
）の
二
分
の
一
以
内

※
上
限
は
、
移
動
販
売
車
一
台

に
つ
き
月
額
二
万
円

【
お
問
合
せ
先
】

商
工
農
林
水
産
課 

企
業
支
援
室 

☎
五
五
二
―
一
五
一
一（

加
藤
記
）

㈲対岳荘　ホームページ   URL：http://www.taigakusou.jp/ ▲宮本 国夫さん

▲齋藤 浩さん

NICO（公益財団法人にいがた産業創造機構）は『新潟の産業をもっと元気にする』ことを使命に、「むすぶ」「育
てる」「創る」という機能を発揮しながら、挑戦する県内中小企業を積極的に支援し、そして成功に導く活動を行っ
ています！お問い合わせは商工会まで。
1.創業・新事業展開をサポート

能生商工会又は公益財団法人にいがた産業創造機構

●資金面によるサポート　
●インキュベーションオフィスの運営
●創業支援セミナー・講座の開催　
●知的資産経営を支援　　
●産官学連携による研究開発を支援

3.産業人材の育成をサポート
●長岡モノづくりアカデミー
●高度IT人材育成研修
●企業の広報力向上支援

5.成長分野の産業創出を
   サポート
●健康ビジネスの振興
●新エネルギー産業への参入促進
●クラウド活用ビジネスの創出4.専門家によるサポート

●ビジネスプランの評価・助言
●専門家派遣2.市場開拓をサポート

●商品開発サポート
●商品評価支援
●販路拡大をサポート
●海外展開を支援

お問い合わせ先

〒950-0078 新潟市中央区万代島5番1号 万代島ビル9～10F
TEL.025-246-0038　FAX.025-246-0030　E-mail info@nico.or.jp

新潟県の産業をもっと元気に！新潟県の産業をもっと元気に！
～県内中小企業の皆さまへ～

NICOを活用してみませんか

糸
魚
川
市
大
字
柵
口
一
〇
九
七
ー
一

㈲
対
岳
荘

宮
本
工
業

自
然
に
囲
ま
れ
た
天
然
温
泉
の
宿

得
意
先
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
頑
張
り
た
い

糸
魚
川
市
大
字
大
沢
三
七
二
ー
五

齋
藤 

　浩
さ
ん（
39
才
）

宮
本 

国
夫
さ
ん（
55
才
）



研究者への道を培った
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○
将
来
の
夢
と
そ
の
努
力
・
実
現
へ

の
道
程
　

高
校
ま
で
の
間
三
匹
の
犬
が
い
ま

し
た
。
犬
と
接
触
す
る
こ
と
で
信
頼

関
係
が
築
け
る
こ
と
に
身
を
も
っ
て

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
私

の
将
来
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
は
確
か
で

す
。
そ
う
し
た
流
れ
と
長
兄
の
勧
め

も
あ
り
獣
医
師
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
あ
る
思
い
が
あ
っ
て
大
学
院
で
カ

ビ
研
究
を
始
め
ま
し
た
。
カ
ビ
を
ツ
ー

ル
と
し
た
研
究
テ
ー
マ
で
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。
努
力
す
る
気
概
は
幼
少

時
に
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
滑
っ
た

山
ス
キ
ー
や
能
生
川
で
の
水
泳
の
忍

耐
力
に
遡
る
か
と
い
え
ま
す
。

○
社
会
人
と
し
て

ー
研
究
と
教

育社
会
人
と
し
て
の
第
一
歩
は
、
恩

師
の
指
導
で
自
分
の
進
む
べ
き
道
を

決
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
国
の
外
郭

団
体
、
厚
労
省（
研
究
機
関
）、
大

学
併
任
在
職
し
、
人
や
動
物
に
か
か

わ
る
カ
ビ
問
題
を
テ
ー
マ
に
行
政
指

導
を
継
続
し
、
地
域
住
民
、
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
や
保
健
所
、
学
会
等

で
の
講
演
や
啓
発
活
動
を
担
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
国
宝
高
松
塚
古
墳

壁
画
の
カ
ビ
対
策
会
議（
文
化
庁
）や

日
米
有
毒
微
生
物
専
門
部
会
お
よ

び
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
遺
物
を
所
管
す
る
大

エ
ジ
プ
ト
博
物
館
の
保
存
修
復
専
門

家
へ
の
研
修
指
導
も
任
務
し
て
い
ま

す
。大

学
教
育
に
も
力
を
入
れ
、
各

鉾
ヶ
岳
麓
の
西
に
位
置
す
る
中
能

生
地
区
に
生
家
は
あ
り
ま
す
。
昭

和
二
十
年
代
、
能
生
谷
に
通
じ
る

島
道
川
の
橋
沿
い
に
ラ
ジ
オ
店
、
桶

屋
、
建
具
店
、
そ
し
て
我
が
高
鳥
商

店
が
並
ぶ
賑
や
か
な
田
舎
町
で
七
人

兄
弟
姉
妹
の
六
番
目
と
し
て
育
ち
ま

し
た
。
幼
少
時
は
自
然
な
ま
ま
の
生

活
に
明
け
暮
れ
、
季
節
に
合
わ
せ
て

野
山
を
駆
け
巡
り
、
山
ス
キ
ー
を
楽

し
み
、
当
時
の
中
能
生
小
運
動
場
で

野
球
に
興
じ
、
愛
犬
に
ボ
ー
ル
拾
い

を
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
想
い
出
し
ま

す
。中

学
で
は
、
岩
崎
先
生
の
口
唇
の

動
か
し
方
か
ら
教
わ
っ
た
英
語
は
今

で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
運
動
で
は
小

笠
原
義
雄
先
生
・
塚
田
末
男
先
生
か

ら
夏
炎
天
下
で
も
続
け
た
部
活
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
指
導
で
、
県
大
会
で

三
位
に
な
っ
た
こ
と
昨
日
の
よ
う
に
記

憶
し
て
い
ま
す
。

大
学（
東
大
、
農
工
大
、
お
茶
女
大

な
ど
）で
学
生
指
導
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。た

だ
残
念
な
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
理
系
分
野
で
教
育
や
研
修
指
導

を
し
て
き
ま
し
た
が
、
過
去
四
十
年

間
に
新
潟
県
人
や
上
越
出
身
者
は
い

て
も
能
生
出
身
者
が
い
な
か
っ
た
こ
と

で
す
。

○
社
会
へ
の
還
元
そ
し
て
い
つ
か

故
郷
で

今
ま
で
に
培
っ
た
カ
ビ
に
関
す
る

知
識
は
万
人
に
還
元
す
べ
き
も
の
と

常
に
考
え
て
い
ま
す
。
退
官
後
は
大

学
人
を
選
ば
ず
、
現
在
の
N
P
O

法
人
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
専
念
し

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業

は
、
多
く
の
人
が
カ
ビ
に
つ
い
て
正
し

い
情
報
を
得
る
こ
と
、
理
解
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
全
国
で
そ

の
成
果
が
芽
を
出
し
始
め
て
い
ま
す
。

い
つ
か
懐
か
し
き
故
郷
能
生
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の一
環
と
し
て
で
も
お
話

し
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

高鳥　浩介
（糸魚川市大字大沢出身）

NPO法人カビ相談センター
理事長

東京都立産業技術研究センター
技術アドバイザー

プロフィール

【生年月日】 昭和21年9月2日
【家　族】 妻（長男、長女は結婚）
【趣　味】 登山、囲碁、ウォーキング
【血液型】 Ｂ型
【経　歴】 
●厚労省・国立医薬品食品衛生研究所
　衛生微生物部長　退官
●岐阜大学連合獣医大学院教授
●韓国延世大学客員教授
●帯広畜産大学特任教授
●東京大学農学部非常勤講師
●東京農業大学客員教授など
●内閣府、厚労省、農水省、経産省、文科省、
　外務省、文化庁等の各委員
【現住所】 神奈川県海老名市メール： office@kabisoudan.com　　URL:http://www.kabisoudan.com

〒145-0067 東京都大田区雪谷大塚町13-1 5階　事  務  局
TEL.03-6421-9165

〒145-0067 東京都大田区雪谷大塚町13-1 2階技術研修所
TEL.03-5499-2631

NPO法人カビ相談センター　

＝ ＝60

いつも元気な顔を見せてくれる岩崎
さん。木浦で生まれ、育ち、結婚して
早45年。「あっという間の人生ね。ま
だまだこれからよ」と。
昭和58年､勤め人の夫が独立し管工
事業を開業｡〝経営も解らない､経理の
知識もない〟主婦が企業経営に加わっ
た。当時は商工会簿記教室に通った。
知人の勧めもあり商工会女性部（当時は
婦人部）にも加入した。
「必死だった。それらのことが今、活
きている」と話す。仕事は「一生懸命に、
丁寧に」を心掛けている。
良い言葉があると会社の壁に貼る。

「良き母は百人の教師に勝る」が一押し。
子供の頃から身体が弱く、心臓に持
病があり平成10年に手術。今は調子が
良く、夫との共通の趣味である民謡を
習い、15年になる。
女性の会でも活躍中。商工会女性部
の副部長。部長の良きサポート役。
また、県更生保護女性会の一員であ
り、昨年功労賞を受賞。活動を通じ、色々
なことを学べていると言う。
何事にも一生懸命。小さい身体で、
あのパワーは凄いの一言に尽きる。
元気のもとは『笑うこと』。ストレス
解消法は野菜作り。

有限会社 能生管工

岩崎 芙紀子さん
糸魚川市大字木浦

プロフィール

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

生
年
月
日
 
昭
和
二
十
四
年
三
月
四
日

家
　
　
族
　
義
母（
ゆ
う
な
ぎ
）・

　
　
　
　
　
長
男（
東
京
）・
長
女（
N
Y
）

趣
　
　
味
　
音
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
等

　
　
　
　
　
広
く
浅
く

血 

液 

型
　
Ａ
型

自 

営 

業
　
化
粧
品
・
洋
品
・
手
芸
品
等
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豊
か
な
生
き
方

井
守

　佳
子（
糸
魚
川
市
大
字
能
生
）

母
と
姉
が
満
州
か
ら

引
き
揚
げ
船
に
乗
っ
て

命
か
ら
が
ら
帰
国
し
て

三
年
後
、シ
ベ
リ
ア
に

抑
留
さ
れ
て
い
た
父
が

帰
国
し
て
、私
は
生
ま

れ
た
。

「
子
は
親
を
選
ん
で
生
ま
れ

て
く
る
ら
し
い
」と
、最
近
感
ず

る
。二
十
六
年
間
高
田
で
、貧
し

く
と
も
心
豊
か
に
育
て
て
貰
っ

た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
る
。

縁
あ
っ
て
能
生
に
嫁
ぎ
四
十

年
に
な
っ
た
。人
生
の
大
半
は

能
生
に
あ
り
、毎
日
楽
し
く
生

き
て
い
る
。

こ
ん
な
に
近
い
土
地
な
の

に
、生
活
習
慣
や
気
質
等
、多
い

に
違
う
。が
、地
域
や
有
縁
の
皆

様
に
可
愛
が
っ
て
頂
き
、気
付

け
ば
老
年
に
！

生
来
の
呑
気
物
で
、運
命
肯

定
的
な
私
だ
か
ら
、何
処
に

あ
っ
て
も
、ど
ん
な
不
運
と
思

わ
れ
る
時
も
自
ら
に
課
せ
ら
れ

た
試
練
と
受
け
止
め
て
き
た
。

人
生
は
自
分
の
心
が
現
し
た

も
の『
自
分
の
心
の
表
現
で
あ

る
』と
考
え
、自
分
の
存
在
価
値

を
認
め
て
頂
け
る
よ
う
に
と
努

め
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。

時
と
し
て
、誤
解
さ
れ
た
り
、

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
り
し
て

も
諦
め
な
い
。能
力
や
実
力
が

出
な
い
と
嘆
き
悲
し
む
時
も
あ

る
。果
た
し
て
何
を
求
め
出
そ

う
と
し
て
い
る
の
か
？
と
…
。

人
間
の
能
力
は
、そ
れ
を
出

そ
う
と
す
る
限
り
、諦
め
な
い

限
り
、必
ず
出
る
と
信
じ
て
疑

わ
な
い
！

最
近
長
く
役
員
を
務
め
て
き

た
会
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

諸
々
の
会
を
潰
せ
な
い
、な
ら

ば
、そ
れ
ら
の
会
に
集
い
学
び

合
い
語
り
合
い
、心
の
継
が
り

を
と
、開
き
直
っ
て
い
る
。興
味

を
覚
え
た
り
、何
か
し
た
い
と

思
っ
た
時
、先
ず
行
動
に
移
す
。

次
第
に
の
め
り
込
み
、仲
間
が

で
き
楽
し
く
な
る
。

六
十
一
歳
で
亡
く
な
っ
た
主

人
の
分
も
生
き
な
く
て
は
、申

し
訳
な
い
と
考
え
、毎
日
を
有

意
義
に
暮
ら
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

［46］

人生 まだまだ これから

生年月日 S22.9.13
家　　族　夫、長男
趣  味 民謡
血 液 型 AB型
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元気のもとは『笑うこと』。ストレス
解消法は野菜作り。

有限会社 能生管工

岩崎 芙紀子さん
糸魚川市大字木浦

プロフィール

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

生
年
月
日
 
昭
和
二
十
四
年
三
月
四
日

家
　
　
族
　
義
母（
ゆ
う
な
ぎ
）・

　
　
　
　
　
長
男（
東
京
）・
長
女（
N
Y
）

趣
　
　
味
　
音
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
等

　
　
　
　
　
広
く
浅
く

血 

液 

型
　
Ａ
型

自 

営 

業
　
化
粧
品
・
洋
品
・
手
芸
品
等

11

豊
か
な
生
き
方

井
守

　佳
子（
糸
魚
川
市
大
字
能
生
）

母
と
姉
が
満
州
か
ら

引
き
揚
げ
船
に
乗
っ
て

命
か
ら
が
ら
帰
国
し
て

三
年
後
、シ
ベ
リ
ア
に

抑
留
さ
れ
て
い
た
父
が

帰
国
し
て
、私
は
生
ま

れ
た
。

「
子
は
親
を
選
ん
で
生
ま
れ

て
く
る
ら
し
い
」と
、最
近
感
ず

る
。二
十
六
年
間
高
田
で
、貧
し

く
と
も
心
豊
か
に
育
て
て
貰
っ

た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
る
。

縁
あ
っ
て
能
生
に
嫁
ぎ
四
十

年
に
な
っ
た
。人
生
の
大
半
は

能
生
に
あ
り
、毎
日
楽
し
く
生

き
て
い
る
。

こ
ん
な
に
近
い
土
地
な
の

に
、生
活
習
慣
や
気
質
等
、多
い

に
違
う
。が
、地
域
や
有
縁
の
皆

様
に
可
愛
が
っ
て
頂
き
、気
付

け
ば
老
年
に
！

生
来
の
呑
気
物
で
、運
命
肯

定
的
な
私
だ
か
ら
、何
処
に

あ
っ
て
も
、ど
ん
な
不
運
と
思

わ
れ
る
時
も
自
ら
に
課
せ
ら
れ

た
試
練
と
受
け
止
め
て
き
た
。

人
生
は
自
分
の
心
が
現
し
た

も
の『
自
分
の
心
の
表
現
で
あ

る
』と
考
え
、自
分
の
存
在
価
値

を
認
め
て
頂
け
る
よ
う
に
と
努

め
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。

時
と
し
て
、誤
解
さ
れ
た
り
、

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
り
し
て

も
諦
め
な
い
。能
力
や
実
力
が

出
な
い
と
嘆
き
悲
し
む
時
も
あ

る
。果
た
し
て
何
を
求
め
出
そ

う
と
し
て
い
る
の
か
？
と
…
。

人
間
の
能
力
は
、そ
れ
を
出

そ
う
と
す
る
限
り
、諦
め
な
い

限
り
、必
ず
出
る
と
信
じ
て
疑

わ
な
い
！

最
近
長
く
役
員
を
務
め
て
き

た
会
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

諸
々
の
会
を
潰
せ
な
い
、な
ら

ば
、そ
れ
ら
の
会
に
集
い
学
び

合
い
語
り
合
い
、心
の
継
が
り

を
と
、開
き
直
っ
て
い
る
。興
味

を
覚
え
た
り
、何
か
し
た
い
と

思
っ
た
時
、先
ず
行
動
に
移
す
。

次
第
に
の
め
り
込
み
、仲
間
が

で
き
楽
し
く
な
る
。

六
十
一
歳
で
亡
く
な
っ
た
主

人
の
分
も
生
き
な
く
て
は
、申

し
訳
な
い
と
考
え
、毎
日
を
有

意
義
に
暮
ら
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

［46］

人生 まだまだ これから

生年月日 S22.9.13
家　　族　夫、長男
趣  味 民謡
血 液 型 AB型



12

事務局情報

▲要望書提出

１１月２５日（火）
糸魚川経済団体連絡協議会

米田市長に
   要望書を提出

第54回商工会全国大会（H26.11.20 NHKホール）
全国商工会連合会会長表彰

理　事
中村 康司さん
能生運輸㈱

理　事
渡邉 重雄さん
ブライネット

輝く受賞

産業振興施策に係る要望事項
１．小規模企業基本法の趣旨を尊重し、小規模事
業者に寄り添った施策の策定及び環境づくり

２．地域産業の育成・振興につながる施策、中小
企業に対する支援施策の拡充強化

３．経済界として進めている地元消費促進に対する
支援と行政における地元発注の一層の促進

４．新幹線開業後の利活用の対応強化
５．観光振興への支援と関連する業界支援
６．糸魚川商工会議所、能生商工会、青海町商
工会に対する商工業振興事業補助金見直しに
係る激変緩和への配慮

平成２７年度に向け、地域産業の育成・振興につながる
施策、中小企業に対する支援施策の拡充強化等産業振
興施策に係る要望書を市長に提出。

平
年
と
比
べ
て
寒
い
冬
、
日
本

海
側
は
雪
が
多
い
見
込
み
と
の
こ

と
。
大
荒
れ
暴
風
雪
は
ま
だ
ま
だ

こ
れ
か
ら…

。
雪
の
事
故
や
車
の

運
転
に
は
充
分
に
気
を
つ
け
た
い

も
の
で
す
。

い
よ
い
よ
三
月
十
四
日
北
陸
新

幹
線
が
開
業
し
ま
す
。
雪
が
解
け
、

春
風
と
と
も
に
颯
爽
と
走
る
新
幹

線
を
楽
し
み
に
。

（
ち
か
記
） 小 窓

日　時
会　場

主なイベント内容

　3/14（土）北陸新幹線糸魚川
駅開業と同時にえちごトキめき
鉄道が開業します。そこで、能
生駅前広場において、セレモ
ニーとイベントを開催いたします。
是非お楽しみください!!

糸魚川駅前通り商店街を使って、1,000人が地酒で
乾杯する企画です。市民総参加で行うため、参加対
象は小学校高学年以上（未成年者は糀甘酒で参加）２
人で向かいあって腕を交差し、同時に乾杯します。
※参加されたい場合事前のお申込みが必要になります。

能生から「トキめき鉄道」に乗って…

トキテツくん

平成27年3月14日（土）午前9時から
能生駅　駅前広場

日　時

会　場

糸
魚
川

平成27年3月14日（土）
午後4時から（午後5時終了予定）
ＪＲ糸魚川駅（日本海口）駅前通り　

ステージ、ふるまい汁、出店、
スタンプラリー、メッセージボード etc

お問い合せ先

地酒で乾杯1000人プロジェクト実行委員会
（糸魚川商工会議所）
TEL.025-552-1225

世界記録に挑戦しよう！

歌手の小林幸子さんも参加いたします!!歌手の小林幸子さんも参加いたします!!


